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評価する機械は，Fujie らの開発した 6 自由度関節ロ








外がえし 1.7Nm，内外旋 1.7Nm の負荷を足関節底屈




talofibular ligament transection: ATFLT），初期
固定張力を 10N，30N，50N，70N と変えた前距腓
靱帯再建術（Anterior talof ibular l igament 





図 1 に示した．A: 前後方変位， B: 内がえし外がえ










 足関節底屈 30°，底屈 15°，0°，背屈 15°それぞれ
の肢位で前後方，内がえし外がえし，内外旋負荷を加
えた際の距骨の制動性を図 3 に示した．A: 前後方制
動性，B: 内がえし外がえし制動性，C: 内外旋制動
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 初期固定張力 10N の再建では正常靭帯と比較して有意差を認めなかったが，30N 以上
の再建術では，Intact と比較してかかる張力が有意に増大していた．
図 3　負荷試験時の足関節制動性
 A: 前後方　B: 内がえし外がえし　C: 内外旋
 全ての全ての初期固定張力の靭帯再建で，Intact と比較して
制動性に有意差を認めなかった．
